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研究成果の概要（和文）：　超高齢社会を背景に、高血圧患者の歯科治療を行う機会が増加している。高血圧患
者の歯科治療は、歯科騒音による聴覚ストレス・痛み・不安・緊張による自律神経系の変動から異常高血圧など
の全身的偶発症を引き起こす可能性が高く、安全な歯科治療を行うためには自律神経変動の管理が重要である。
高血圧患者に安全な歯科治療環境の構築を行うことを目的として、抜歯中の自律神経系・循環動態・心理状態の
測定を行なった。今後Nを増やし、自律神経系、循環動態、心理状態の生体パラメータを解析し、高血圧患者へ
の抜歯が生体へ与える影響を解析する予定である。

研究成果の概要（英文）：In a super-aged society, there are increasing opportunities to provide 
dental care to patients with hypertension. Dental treatment of patients with hypertension is likely 
to cause medical emergencies such as abnormal hypertension due to fluctuations in autonomic nervous 
system activity caused by auditory stress from dental noise, pain, anxiety, and tension. Therefore, 
management of autonomic nervous system fluctuations is important for safe dental treatment. We 
measured autonomic nervous system, circulatory dynamics, and psychological status during tooth 
extraction with the aim of creating a safe dental treatment environment for patients with 
hypertension. In the future, we plan to increase the number of patients with hypertension and 
analyze the biological parameters of the autonomic nervous system, hemodynamics, and psychological 
state to analyze the effects of tooth extraction on the body.

研究分野： 歯科麻酔

キーワード： 自律神経活動　心理　高血圧　音楽　歯科治療　抜歯

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
　本研究は、高血圧患者の音楽聴取の有用性を検討する研究であり、これまでの研究において確立した「歯科治
療中の自律神経活動の評価・解析モデル」を使用し、音楽聴取の有用性を検討し、高血圧患者の安全な歯科治療
環境につながる知見を得ようとする点に学術的意義・社会的意義があると考える。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
超高齢社会において、高血圧、糖尿病、虚血性心疾患、脳血管障害などの既往をもつ有病高齢

者の歯科治療を行う場面が増加している。特に国内患者数が約 4,000 万人と推定されている高

血圧患者への治療の機会は多いと考えられる。高血圧患者への歯科治療は、不安・緊張による自

律神経の変動に起因する異常高血圧などの全身的偶発症発症リスクの高い医療行為であり、安

全な歯科治療環境を提供するためには、自律神経変動の管理が必要であると考えられる。これ

までわれわれは、健康成人患者を対象に抜歯中の自律神経変動を評価・解析し、再現性のあるデ

ータを得るための計測モデル（the model of Yamashita et al, 2019）を確立し、『患者の循環

動態が変動する前の自律神経の変化』を可視化することに成功した。その結果、自律神経の変化

を捉えることで、その後の循環動態の変動を予測できる可能性があると考えられた。また、下顎

埋伏智歯抜歯中のクラシック音楽聴取によって切開剥離、骨削合、歯冠分割中の交感神経活動の

増加を抑制し不安を軽減させることを見出した (Yamashita K et al, J Oral Maxillofac Surg, 

2019)。 そのため、歯科治療中の音楽聴取により患者の自律神経変動の管理が可能となれば、

循環動態の変動も管理できる可能性があると考えられる。高血圧患者の抜歯時の自律神経解析

の予備実験では、健康成人と同様に、処置内容に応じた自律神経の変化が認められ、健康成人よ

りもその変動幅が大きい傾向にあった。超高齢社会における歯科臨床の場から発生した本研究

の学術的な問いは、高血圧患者に対する歯科治療時の音楽聴取は、患者の自律神経変動を管理

することができるか、またその自律神経応答のメカニズムはどのようなものかである。 

 

２．研究の目的 

本研究では、高血圧患者に対して音楽聴取を用いた安全な歯科治療環境を構築するために、

高血圧患者の歯科治療中の音楽聴取を用いた自律神経変動管理法を確立することを 

目的とする。 

 

３．研究の方法 

研究１ 

 既往に不整脈のない抜歯が必要な 65-85 歳女性患者 40名から脱落症例を除いた患者らをラン

ダムに対照群と音楽群の 2群に割り付ける。処置開始前に Modified Dental Anxiety Scale を

行い、State-Trait Anxiety Inventoryの心理テストは処置開始前と終了時に行う。その後両群

ともヘッドホンを装着し、デンタルチェア上に仰臥位になり、脳波・心電リアルタイム解析シス

テム Mem calc Makin2（GMS 社）を使用し、自律神経系（交感神経活動の指標：LF/HF、副交感神

経活動の指標：HF）・循環動態（血圧、心拍数）のパラメータを記録する。音楽群ではクラシッ

ク音楽聴取を継続しながら処置を行う。局所麻酔薬はフェリプレシン添加 3%プリロカインを使

用する。2群の自律神経系、循環動態、心理状態の生体パラメータを統計学的に比較解析し、高

血圧患者における抜歯中の音楽聴取が生体へ与える影響を解析する。 

 

研究２ 

当院にて静脈内鎮静法下で抜歯が必要と診断された患者のうち、60-80 歳の Ca 拮抗薬内服中

で安静時収縮期血圧 140−159mmHg または拡張期血圧 90-99mmHg の女性のうち、ヘッドホンを装

着し、静脈内鎮静下で抜歯を行う患者 20名（対照群：20名）と 60-80歳の Ca拮抗薬内服中で



安静時収縮期血圧 140−159mmHg または拡張期血圧 90-99mmHg の女性のうち、ヘッドホンから音

楽聴取をしながら静脈内鎮静下で抜歯を行う患者 20名（音楽群：20名）における抜歯中の自律

神経活動と心理状態の変動について評価・解析を行う。処置開始前に Modified Dental Anxiety 

Scale を行い、State-Trait Anxiety Inventoryの心理テストは処置開始前と終了時に行う。そ

の後両群ともヘッドホンを装着し、デンタルチェア上に仰臥位になり、脳波・心電リアルタイム

解析システム Mem calc Makin2（GMS 社）を使用し、自律神経系（交感神経活動の指標：LF/HF、

副交感神経活動の指標：HF）・循環動態（血圧、心拍数）のパラメータを記録する。音楽群では

クラシック音楽聴取を継続しながら処置を行う。 

 

４．研究成果 

本研究は、現在も遂行中であり、未発表データも多く含まれるため、公表しても差し支えない一

部のデータを公表する。 

高血圧患者における歯科治療中の音楽聴取が自律神経活動・循環動態に与える影響  

音楽聴取を併用して抜歯を施行した高血圧患者の症例を提示する。54 歳女性。歯科治療音に対

する恐怖心があり、当院のリラックス歯科外来での音楽聴取下歯科治療を希望されて受診した。

白衣高血圧、混合性不安抑うつ障害、不安神経症の既往があった。亜酸化窒素吸入鎮静法や静脈

内鎮静法を勧めたが、薬剤への恐怖心から拒否され、治療音への恐怖心から音楽聴取下での治療

を希望された。ノイズキャンセリングヘッドホンを使用し、先行研究で交感神経活動抑制効果が

あることを確認したラフマニノフ作曲、交響曲第 2番ホ短調作品 27 第３楽章を聴取させながら

処置を行った。入室時血圧 156/82 mmHg心拍数 78 回/分であったため、有病高齢者歯科治療のガ

イドラインに基づき、局所麻酔薬は 8万倍希釈アドレナリン含有 2%キシロカインを 1.8ml用い

た。高血圧患者の歯科治療に際し、有病高齢者歯科治療のガイドライン 7)において、収縮期血圧

160-180mmHgでは「要注意、いつでも中断できる体制をとる」と定められている。本症例患者に

おいて術中血圧は 130-175/60-80mmHg、心拍数は 55-80回/分を推移した。交感神経活動は局所

麻酔時に亢進していたが、その後安定し、全身的偶発症を引き起こすことなく、処置を終えるこ

とができた。 

本症例のように、歯科治療恐怖症の患者の中には音楽聴取で治療が可能となる症例もある。 

<高血圧患者における音楽聴取下歯科治療中のバイタルサインの変化> 

 

現在もデータ取得を進めており、今後 Nを増やして解析を進めていく予定である。動物実験に関

しては、実験系の確立に着手するところまでは行えたが、音楽聴取をさせる実験まで進めること

はできなかった。今後動物実験も進めていく予定である。 
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